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岸
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【
人
口
・
世
帯
】
…
Ｈ
21
年
３
月
末
現
在

３
３
９
人
・
96
世
帯

【
特
徴
】

平
成
20
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
新
し
い
自

治
会
で
す
。
昔
か
ら
の
顔
な
じ
み
が
少
な

く
、
若
い
世
帯
が
多
い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
成
熟
と
共
助
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
日
の
昼
間
に
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
家
に
残
る
女
性

が
初
動
対
応
の
主
体
と
な
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

「
防
災
を
テ
ー
マ
に

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
を
目
指
す
」

【
取
り
組
み
内
容
】

①
女
性
中
心
の
防
災
講
習
会
、
消
火
器
・

消
火
栓
の
取
り
扱
い
講
習
、
放
水
訓
練
の

実
施
②
普
通
救
命
講
習
の
受
講
（
全
世
帯

の
９
割
が
受
講
）
③
（
仮
称
）
御
殿
山
き

ゅ
う
カ
ー
ド
の
発
行
（
Ｈ
21
年
度
予
定
）

【
取
り
組
み
成
果
】

地
域
が
結
束
し
て
一
つ
の
目
標
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
女
性
に
も
「
や
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
」と
い
う
意
識
が
浸
透
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

活
動
の
継
続
と
、
地
区
と
し
て
、
家
庭
で

で
き
る
地
震
対
策
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
人
口
・
世
帯
】
…
Ｈ
21
年
３
月
末
現
在

２
９
６
１
人
・
１
１
０
３
世
帯
（
区
域
内
）

【
特
徴
】

住
宅
や
ア
パ
ー
ト
が
密
集
し
、
人
口
密
度

が
高
く
、
広
場
が
少
な
い
た
め
災
害
時
に

心
配
な
地
区
で
す
。
過
去
、
住
宅
の
浸
水

被
害
も
経
験
し
て
お
り
、
風
水
害
・
地
震
・

火
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
世
帯
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
も
課
題
で
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

「
家
庭
の
防
災
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
前
に
、

ま
ず
自
主
防
災
会
の
基
本
能
力
を
高
め
る
」

【
取
り
組
み
内
容
】
…
４
地
区
連
携

①
防
災
講
習
会
の
実
施
②
防
災
台
帳
の
整

備
③
一
時
集
合
場
所
の
指
定
④
木
造
住
宅

無
料
耐
震
診
断
の
推
進
⑤
災
害
時
要
援
護

者
の
把
握
と
介
助
者
の
指
定
⑥
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
（
全
世
帯
配
布
）

【
取
り
組
み
成
果
】

４
地
区
が
相
互
に
取
り
組
み
を
参
考
に
で

き
ま
し
た
。ま
た
、耐
震
診
断
の
個
別
訪
問

で
地
域
の
実
情
を
把
握
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

活
動
の
継
続
と
、
倒
壊
の
危
険
が
高
い
方

へ
の
支
援
策
を
企
画
し
ま
す
。

▲普通救命講習会

▲消火器訓練

▲消火栓放水訓練

▲４地区合同会議▲炊き出し訓練

▲火災警報器の設置支援
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